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 論文内容の要旨
 米国では、80年代以降急速に進んだ亙丁化と生産「生との間には正の関係が確認されず、膨大な情
 報関連投資が行われた比もかかわらずマクロ経済の生産性が統計的に確認できない問題は「生産性
 パラドックス(productivitypar認ox)」と呼ばれ、「生産性パラドックス」の存在の有無の議論が
 巻き起こってきた。最近日本の景気低迷に対する対策をめぐる議論において、iTへ優先的に投資
 すべきであるという意見も台頭しており、ITが企業の生産性向上等を通じ、経済新生の牽引役と
 なることが期待されている。特に米国経済において、昨年インターネット関連株の大幅な下落など
 いわゆる「ネットバブル」が屈折し.それを受けて一部情報技術の効果に対する懐疑的な議論もな
 されているが、情報関連資本の蓄積による生産性上昇効果の大きさを明らかにすることは、景気低
 迷にあえぐ日本経済にとって重要である。しかし、情報関連資本に関するデータの未整備と企業デー
 タの非公開などの要因で、情報関連投資が生産性上昇効果を持つか否かについては確定していない
 のが現状である。特にミクロレベルの研究はほとんど行われていない。本研究では、情報関連投資
 の増大と生産性との間には正の相関関係がほとんど認められないという「生産性パラドックス」の
 問題が日本においても認められるかどうかを検証する。現在までの研究結果を踏まえた上で、マク
 ロレベル・産業レベル・ミクロレベルでコブ・ダグラス型生産関数を推計し、情報関連資本の生産
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 果はまず、産業全体としてみると、情報関連投資が労働生産性向.ヒに正の影響を与え、情報関連資
 本の生産「生向上効果が認められた。しかし、生産性向上の主たる要因となっていないことも明らか
 となった。次に、製造業において、情報関連投資が生産性向上に貢献していることが確認された。
 さらに、非製造業である卸売・小売業、運輸・通信業と建設業においては、情報関連資本がプラス
 の成長を続けているが、情報関連資本ストックが正の生産性上昇効果を持つという主張は確認でき
 なかった。これは情報関連資本がうまく活用されていない可能性を示している。このため非製造業
 である3業種ついては「生産性パラドックス」の存在は否定できないようである。したがって、産
 業レベルでは、情報関連投資斧正の生産性上昇効果は限定的ないくつかの産業について認められた。
 米国の研究によると、情報関連投資が生産性の向.一ヒ効果を発揮する場合は、組織が分権化し、人
 ,的資本のスキルが高くなる時である。一方、日本の組織運営原理は米国と異なると従来から言われ
 てきた。第6章では、米国において認められたiT化・人的資本・企業組織のあり方と生産i生の相
 互依存関係が日本においても見出されるのか、日本独自のものがあるのかを実証分析した。このた
 め、今年の3月に日本上場一部と二部企業にアンケート調査を行った。実態調査の結果を考察した
 後、有価証券報告書をもとに付加価値、労働と資本ストックを推計し、アンケート調査結果から
 「IT進展度総合指標」、「人的資本総合指標」と「組織改革総合指標」の変数を作成した。日米企業
 の経営特徴を検討しながら、クロスセクションデータとパネルデータを用いて生産関数による分析
 などを行った。企業における理化の進展と人事や組織のあり方がお互し.・にどのような関係を持ち
 ながら変化しているかを分析し、理化の進展と補完的な関係にある要素を明らかにした。計量分
 析した結果、①日本の代表的企業において、米国と同様、情報化と人的資本の間には相互補完的な
 傾向を認めることができた。すなわち、情報化の効果を発揮するためには、人事制度の変革も同時
 に必要であることが明らかとなった。情報関連投資とそれを使いこなすことができる人材は相互補
 完的であった。したがって、人的資本の良否は.情報関連投資の効率的利用に強く影響を与えてい
 る。良質な人材を確保するまたは各種トレーニングによって育成することができなければ、情報関
 連投資は生産性向上につながらないといったことが考えられる。②日本企業の情報化・人的資本・
 企業組織の関係は米田と異なり、情報化が高く分権化が低い企業が高い生産性を上げていること、
 人的資本が組織の集権化と結びつくと高い生産性を発揮することが確認された。最後に、得られた
 推定結果は、モデルの変更や推定方法の変更に対して、どの程度安定的であるのかを「semi-
 reduced£orm」回帰等の手法で検討した。労働変数の内生性、産業が製造業か非製造業かという
 業種特性などを考慮しても分析の結果は一応信頼性があるものと考えられた。
 第7章「結論と今後の課題」では、本研究で得られた知見を総括した上で、今後の課題を述べた。
 本研究では、日本における情報関連投資はマクロの労働生産性向一ヒに正の影響を与え.「生産性
 パラトックス」は認められないことを明らかにした。しかし、産業レベルでは情報関連投資の正の
 生産性上昇効果は限定的ないくつかの産業について認められたが、狸がすべての産業において生
 産性の向上に貢献するという結果は得られなかった。さらに、高い生産性が実現できるか否かは人
 的能力を生かす組織の存在と、1Tと人的資本の適切な組み合わせにかかっていることを示した。
 経110
 fT〔
るこ
 結ご
 行1ヲ
 残り
 化に
 a
」
魏
膜
雛
マ
}
る
「
策
し
体
 ス
付
産
本
デ
あ
③
と
金
 に
蝦
権
査
の
要
て
し
て
ア
偏
に
よ
 業
分
調
そ
必
し
傷
い
の
分
 τH藩
 。9.巨駕淋二～慰号ユ∩二～(古裂認))≦難平魚津1)∫嬰車ユし甲
 。gqβユ(o降9皐ユ型魅呈コ鞍
 十皐牌夏⑦)鯉曇率'(o(o降9留皐1壷耀岨享㎞麹タ9穿コ罷く7協望薄弔1・嬰f旦9.画図雷鋤3舞q豊(り
 丁車載'雷黒⑦裂阜酬璃'φQ野⑦蒙畢量回㌣IQ藝⑦宙暑掛薪⑦来日>ρ葺コ呈腱→一みく∠
 。曾啄↓蟹鋤陣盗重kO望畔璃・暑厚.厚身&雷二～囲米畔篤顔触謁県1隻皐に碁う
 蝦率日脚灘?翻顯翻琳⑦蹴。卿蝉餌面謝⑦葺f卿…娚牌⊃。9蒐鳴
 石縁宙跡職蜘齢いη9真鱈顎髭母弔隠勢胆ぞ>し1ρ聡明爆叢¢鍬肺僚私募切、r⑥。9qユq
 監謡母馴廻…か坦ユ葬畢Q罫y4万謝修>翠畔卑醗劉協耳雷?国来観号鷺α昨日⑧。身禦ユ遥牙
 畔?⊃Q昼畔蛋歩Z(0冨巽弛㌣1コ敬4身丹草藤麩畢宙膨⑦万酷塁↓騒ユQ鉢コ重日④'斎霧⑦そ
 ・。9Q)∩諺男縁宙僻9}肯コ闘'理事⑦蒙購σ「衷魂鵬融」'「率夏卵Y」'「銅翻颯躍」＼些鼻星眼
 ヨー身く∠ユつ韓コ麟1ミ贈汀⑳ヒロ図法哀9矯。9塚↓皐ネ週期酵z⑦宰葛ら日Y'∩r陽焔
 畔織琳k判(o>しρ尉:?q一回⊂o馴翼車身勲畔コ葬尋畔葛辮群曾調緯1許二～身アコ憲盈⑦国家⑦互奮
 。9望ユ鶏＼鷲'皐ユ箔呈タ丑ガ⑦「×4ん一を}/弔1理事」㌧翠陰Q9に麟
 誰誕?薬量懸哩撫壕畢・レ・蟹一男9禦ユ蒙新劇責⑨。ユハ泣∩羅単コ月一均耳揮…浮翠順託撮剛糊・
 k撃に≧Q鉢コ諜無議⑨。4Qユし鼻降笛晦ヨー回羽・翼弔判4んヨ×車葛車懸隣県ド?9》)∩マ弱馬
 韓鯉⑫'翠暗早獅盗ξ。身Qユ〆理遡ン'1農仔(弄晦9第壷～z90畑)4㌦召継i豪ビγ君ゆ∩ぞ
 宙轟諏%欝劉以∩二～鼎中母鼎蔦塞)ひ剃畢「呈腱鼎彰融驚髄劉」'母率募簸嗣潜蟄'判ユ寡9鴇
 。9Qユつぞマひ畔導τ娩9曜皐lrと4ん甘食/取1與弔」⑧
 「コ侭σ9酌母島;～コq翌:?尉0砺当⊂0扉ぞ(0率葛魏一翠げr朔月7苗謝¢寧葛簸困甜早k2)㌧～⊇9喫
 コ胸瞬ゆ日曝丁〕母二～ぞ剛豪1]し4協望⊇一玉婁闘・年吏長⑦4K国×率葛寮酢附則①'Qアコ癖者〃一善
 ・継電厨Ω被くE/で4身z□4。9Qユ∩箪賜タ〃一子⑦草翻9・葬翼焔'ユし弼畢×4んr国ム宰
 募翼厘Ikつ…球簿仁1難iコユ.劔号柔柔謂暑窮紺イ鍬こ串沖録呈一去聖,窃罫更F笠シ斗f顕露ぎ1葬園李塁1曳‡i,ユ1索;セ∫蕩
 。9～碧ユ⑦母⊇∫∩聖鰍ユQ出母様鮒翼
 事と委、〃匝・ム匡「巡錫タ磯謡4K凶z率募聲醜嶺県1椴坂4∠嘱z宰夏着肝一k「r樹鼻'醐墨斑僻
 k私4呈畔9塊9駿屡降ンう馨:1懸欝宰口畔「×4んH餐/到・廻耳7」`皐1)鯉呈宰。コ'ψ皐鰍醐玉4「×
 4んH鼻/ヨ71鰻重」9Q?kり導∩醤月"畔弔1興耳7ゑ?俳てO∠畔卑コ顧枡コ♪欝劉5別製弼国*⑦氣握ン08
 塁議⑭壷畢寒蔓墨軍鍵
 。4つ勘雲母?⊃9～褻σ弔1壷牙身丹。侭σ回コ均♪
 墾詣Qア五節タ鼻聾⑦翻融㌦穿YO濫母襯鈷⑦キ壬4姜歩一二鵬鵬⑦蒙Ψ国家'咽4身岡多Q罰
 皐馬蝉蒙畢ユγ譜母穿螺⑦融、L亙'ユq馨コ蒙平寧日㌧≧ひ畔4つ。9望↓草9耳雷二～畜劉%抱身
 箒⑦楽u判t搾。4砕9昔嬉宙旱粍Q?9望(o羽・講厘9皐ユ綴離4冨丁⊂o綱・翼耳7障?マQしρ融
 二～"墾労⑦翠遜留具口車葛ら厚Y二～琳躍:¥峯Cg禦ユ9ア9醇1?鞠⑦敗狛(o葛蕊軍r剛醗尉畔二～コ9
 ゑ寅駆母語畔塗Ykコ駿49丹皐丁図コ卿購羅母塊コk∩制製タ4`歩×⑦寧夏卵Y薄切彩脳二～巖
 '7零
 一一「1
(
 口
掴
τ
、
o
 耳
警
鉄
η
「
琴
と
〔
 ¢
募
